
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成22年10月８日

【四半期会計期間】 第64期第３四半期（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

【会社名】 マルカキカイ株式会社

【英訳名】 MARUKA MACHINERY CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　釜江　信次

【本店の所在の場所】 大阪府茨木市五日市緑町２番28号

【電話番号】 ０７２（６２５）６５５１　代表

【事務連絡者氏名】 取締役兼常務執行役員管理本部長　森　康明

【最寄りの連絡場所】 大阪府茨木市五日市緑町２番28号

【電話番号】 ０７２（６２５）６５５１　代表

【事務連絡者氏名】 取締役兼常務執行役員管理本部長　森　康明

【縦覧に供する場所】 マルカキカイ株式会社東京支社

（東京都中央区日本橋兜町22番６号(マルカ日甲ビル)）

マルカキカイ株式会社中部支社

（名古屋市中区錦二丁目15番22号(りそな名古屋ビル)）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

マルカキカイ株式会社(E02891)

四半期報告書

 1/27



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期
第３四半期
連結累計期間

第64期
第３四半期
連結累計期間

第63期
第３四半期
連結会計期間

第64期
第３四半期
連結会計期間

第63期

会計期間

自平成20年
12月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
12月１日
至平成22年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成22年
６月１日
至平成22年
８月31日

自平成20年
12月１日
至平成21年
11月30日

売上高（千円） 21,725,04617,008,7314,885,9986,603,61827,340,882

経常利益（千円） 568,464 300,090 69,778 117,374 458,741

四半期（当期）純利益（千円） 238,516 136,085 8,551 63,116 81,089

純資産額（千円） － － 12,462,43312,131,54612,066,974

総資産額（千円） － － 20,989,54920,617,06219,255,224

１株当たり純資産額（円） － － 1,315.471,302.921,296.15

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
25.89 15.01 0.93 6.96 8.82

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
 －  －     －     － －

自己資本比率（％） － － 57.74 57.29 61.02

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△776,0082,198,480 － － △936,479

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△550,594△656,769 － － △576,628

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△59,199△403,969 － － △478,112

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 4,657,0505,171,7954,038,099

従業員数（人） － － 386 381 384

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

 　  　 ２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 　　　 ３．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 381  

　（注）　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

及び人材会社からの派遣社員を含んでおります。）であり、臨時雇用者数は除いております。

 

(2）提出会社の状況

 平成22年８月31日現在

従業員数（人） 161  

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者及び人材会社からの派遣社員を

含んでおります。）であり、臨時雇用者数は除いております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セ
グメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

前年同四半期比
（％）

産業機械部門（千円） 70,960 70.7

　（注）１．上記は、製造会社であるソノルカエンジニアリング㈱のみの金額であります。

２．金額は、販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

 

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

事業の種類別セ
グメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

前年同四半期比
（％）

産業機械部門（千円） 3,843,071 140.5

建設機械部門（千円） 1,861,353 220.8

その他の事業（千円） －　 －

合計（千円） 5,704,425 159.4

　（注）１．金額は、実際仕入価格によります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメン
トの名称

受注高
（千円）

前年同四半期比
（％）

受注残高
（千円）

前年同四半期比
（％）

産業機械部門 214,725 137.1 422,400 96.8

　（注）１．上記は、製造会社であるソノルカエンジニアリング㈱のみの金額であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

前年同四半期比
（％）

産業機械部門（千円） 4,626,671 121.2

建設機械部門（千円） 1,964,890 186.2

その他の事業（千円） 12,055 98.8

合計（千円） 6,603,618 135.2

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社グループにおける財政状態及び経営成績の分析は以下のとおりであります。

なお、文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日において当社グループが判断したものであります。

(1)経営成績の分析

   当第３四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日）におけるわが国経済は、中国を中心とし

 たアジア地域の好景気と政策効果により最悪期を脱しました。米国でも政府の大型財政出動による景気対策から生

 産と消費は堅調に推移しました。アジアでは自動車やＩＴ、電子機器関連の設備投資が旺盛でした。

　 このような状況下、当社グループは日本、米国、中国、アジアの４極体制の構築と営業力の機動性アップ、及び中小

製造業の海外進出の後押しを通じて海外売上高の引き上げを推進してまいりました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の連結売上高は、6,603百万円（前年同四半期比35.2％増）、営業利益は74百

万円（同152.2％増）、経常利益は117百万円（同68.2％増）、第３四半期純利益は63百万円（同638.1％増）となり

ました。

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

[産業機械部門]

  中国など新興国で自動車や電機メーカーが設備投資を拡大したことから受注環境が改善しましたが、国内需要

は海外需要に比べ緩やかでありました。米国では、航空機、防衛、建設機械関連向けに工作機械、そして医療機器及

び自動車関連向けに射出成形機の需要が改善しました。

　その結果、当部門の売上高は4,626百万円（前年同四半期比21.2％増）、営業利益は196百万円（同22.0％増）と

なりました。 

[建設機械部門]

  　　　公共投資の削減や民間設備投資の低迷から建築・土木の工事量が減少し、また企業の販促予算等の縮小から広

　　　告・イベント、修繕の中止や延期から販売、レンタルともに厳しい状況が続いておりますが、当社では特色ある新

　　　工法や製品を有するメーカーと連携して需要開拓に取り組んでまいりました。 

　その結果、当部門の売上高は1,964百万円（前年同四半期比86.2％増）営業利益は64百万円（同8.7％増）となり

ました。

 　 [その他の事業]　

　当部門は、保険部門の業績を示しております。

当部門の売上高は12百万円（前年同四半期比1.2％減）、営業利益は7百万円（同13.3％減）となりました。

  

所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

[日本]

当四半期の国内市場は、新興国の外需による工作機械等の受注が緩やかに改善しつつあり、この結果、当セグメン

トの売上高は5,452百万円(前年同四半期比56.5％増）、営業利益は80百万円(前年同四半期は、営業損失58百万円）

となりました。
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[北米]

失業率の改善が遅れているものの、個人消費の伸びを背景に工作機械、医療機器の需要が回復しつつあり、この結

果、当セグメントの売上高は1,196百万円(前年同四半期比7.8％減）、営業損失は11百万円（前年同四半期は、営業

損失226千円）となりました。

 

[アジア]

新興国の内需の回復基調により設備投資が活性化し、この結果、当セグメントの売上高は658百万円(前年同四半

期比57.3％増）、営業損失は607千円(前年同四半期は、営業利益18百万円）となりました。

 

(2)財政状態の分析

（総資産）

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は20,617百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,361百万円増

加いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金の増加（前期末比724百万円増）、有価証券の増加（同300百万円

増）、商品及び製品の減少（同681百万円減）、現先取引債券の増加（同1,298百万円増）、未収入金の減少（同315

百万円減）によるものであります。

（負債） 　

　当第３四半期連結会計期間末における負債は8,485百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,297百万円増加

いたしました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加（前期末比1,315百万円増）、短期借入金の減少（同253百

万円減）、未払金の増加（同75百万円増）、前受金の増加（同157百万円増）によるものであります。

（純資産） 

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は12,131百万円となり、前連結会計年度末と比較して64百万円増加

いたしました。これは主に、当第３四半期純利益の計上（136百万円）、その他有価証券評価差額金の増加（前期末

比21百万円増）、剰余金の配当（90百万円）によるものであります。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

 　　　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は5,171百万円となり、前連結会計年度末と比較

　　　して1,133百万円の増加となりました。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

　　　　　営業活動の結果得られた資金は、1,482百万円（前年同四半期は487百万円の使用）となりました。これは主

　　　　に税金等調整前四半期純利益の計上（117百万円）、仕入債務の増加（1,337百万円）、法人税等の支払額又は還

　　　　付額（△102百円）等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動の結果使用した資金は、101百万円（前年同四半期は550百万円の使用）となりました。これは主に、

　定期預金の預入による支出（△185百万円）、定期預金の払戻による収入（197百万円）、有形固定資産の取得に

　よる支出（117百万円）等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 　財務活動の結果使用した資金は、40百万円（前年同四半期は49百万円の使用）となりました。これは主に短期

 借入金の純増額（20百万円）、長期借入金の返済による支出（△15百万円）、配当金の支払額（△45百万円）

 によるものであります。

 　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

　 該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　前四半期連結会計期間末において計画中であったジャパンレンタル株式会社のレンタル用機械設備については、

平成22年８月に完了しました。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,600,000

計 33,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年10月８日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 9,327,700 9,327,700
㈱東京証券取引所

（市場第一部）

  単元株式数

  100株

計 9,327,700 9,327,700 － －

  

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

  該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成22年６月１日

～平成22年８月31日
- 9,327,700 - 1,414,415 - 1,248,878

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　平成22年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）  普通株式        262,100 － （注）

完全議決権株式（その他） 普通株式      9,063,700 90,637（注）

単元未満株式 普通株式          1,900 － （注）

発行済株式総数 9,327,700 － －

総株主の議決権 － 90,637 －

（注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

　　　

②【自己株式等】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成22年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

マルカキカイ株式会社
大阪府茨木市五日市緑

町２番28号
262,100 － 262,100 2.81

計 － 262,100 － 262,100 2.81

 

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
12月

平成22年
１月

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 632 639 603 630 730 701 660 638 612

最低（円） 573 590 516 526 608 554 567 587 565

　（注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年12月１日から

平成22年８月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平

成21年８月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、近畿第一監査

法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,689,124 4,670,513

受取手形及び売掛金 6,457,725 5,733,504

有価証券 300,000 －

商品及び製品 957,170 1,638,563

仕掛品 16,525 2,645

原材料及び貯蔵品 9,126 11,237

繰延税金資産 266,604 251,123

その他 ※3
 1,843,058 845,114

貸倒引当金 △30,974 △40,169

流動資産合計 14,508,361 13,112,532

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 911,095 911,849

減価償却累計額 △570,962 △555,155

建物及び構築物（純額） 340,132 356,693

機械装置及び運搬具 156,043 155,995

減価償却累計額 △136,975 △131,553

機械装置及び運搬具（純額） 19,068 24,441

工具、器具及び備品 199,963 199,289

減価償却累計額 △165,159 △154,962

工具、器具及び備品（純額） 34,803 44,327

貸与資産 2,137,282 2,534,259

減価償却累計額 △1,610,083 △1,982,064

貸与資産（純額） 527,198 552,195

土地 2,866,903 2,867,633

建設仮勘定 4,752 3,550

有形固定資産合計 3,792,859 3,848,841

無形固定資産

のれん 51,563 63,463

その他 53,687 54,367

無形固定資産合計 105,250 117,830

投資その他の資産

投資有価証券 1,368,625 1,273,598

長期預金 500,000 500,000

繰延税金資産 68,254 77,721

その他 663,345 712,662

貸倒引当金 △393,095 △392,594

投資その他の資産合計 2,207,129 2,171,387

固定資産合計 6,105,240 6,138,059

繰延資産

開業費 3,460 4,632

繰延資産合計 3,460 4,632

資産合計 20,617,062 19,255,224
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,679,688 5,363,796

短期借入金 80,000 333,287

1年内返済予定の長期借入金 － 63,750

未払法人税等 101,971 25,390

その他 1,039,028 786,849

流動負債合計 7,900,688 6,573,073

固定負債

繰延税金負債 715 －

退職給付引当金 46,886 42,133

役員退職慰労引当金 263,858 289,546

再評価に係る繰延税金負債 207,252 207,252

その他 66,113 76,244

固定負債合計 584,826 615,176

負債合計 8,485,515 7,188,249

純資産の部

株主資本

資本金 1,414,415 1,414,415

資本剰余金 1,300,391 1,300,391

利益剰余金 9,384,881 9,339,384

自己株式 △211,676 △211,676

株主資本合計 11,888,013 11,842,515

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 78,200 56,880

土地再評価差額金 269,380 269,380

為替換算調整勘定 △423,847 △418,456

評価・換算差額等合計 △76,265 △92,195

少数株主持分 319,799 316,653

純資産合計 12,131,546 12,066,974

負債純資産合計 20,617,062 19,255,224
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 21,725,046 17,008,731

売上原価 18,728,053 14,528,659

売上総利益 2,996,993 2,480,072

割賦販売未実現利益戻入額 42,958 40,714

割賦販売未実現利益繰入額 41,104 19,936

差引売上総利益 2,998,846 2,500,849

販売費及び一般管理費 ※
 2,613,783

※
 2,364,151

営業利益 385,063 136,697

営業外収益

受取利息 62,270 48,942

受取配当金 9,496 7,903

固定資産売却益 100,906 29,646

不動産賃貸料 61,096 59,472

雑収入 49,938 46,012

営業外収益合計 283,707 191,976

営業外費用

支払利息 9,381 2,545

為替差損 62,893 5,311

不動産賃貸費用 18,161 16,485

雑損失 9,870 4,241

営業外費用合計 100,306 28,583

経常利益 568,464 300,090

特別利益

固定資産売却益 538 17

投資有価証券売却益 11 7,551

保険差益 － 3,020

特別利益合計 549 10,589

特別損失

固定資産売却損 1,019 －

固定資産除却損 5,258 16

固定資産圧縮損 － 2,690

投資有価証券売却損 5 －

投資有価証券評価損 34,317 4,996

減損損失 420 420

特別損失合計 41,021 8,123

税金等調整前四半期純利益 527,992 302,556

法人税、住民税及び事業税 290,661 182,255

法人税等調整額 △16,749 △11,337

法人税等合計 273,911 170,918

少数株主利益又は少数株主損失（△） 15,564 △4,447

四半期純利益 238,516 136,085
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
　至　平成22年８月31日)

売上高 4,885,998 6,603,618

売上原価 4,053,130 5,741,372

売上総利益 832,868 862,245

割賦販売未実現利益戻入額 10,842 12,530

割賦販売未実現利益繰入額 5,357 6,717

差引売上総利益 838,353 868,057

販売費及び一般管理費 ※
 808,850

※
 793,638

営業利益 29,503 74,419

営業外収益

受取利息 17,496 16,014

受取配当金 4,905 4,400

固定資産売却益 12,389 △1,616

不動産賃貸料 20,534 18,956

雑収入 15,325 11,523

営業外収益合計 70,651 49,278

営業外費用

支払利息 3,701 213

為替差損 18,913 1,936

不動産賃貸費用 3,988 3,939

雑損失 3,771 233

営業外費用合計 30,375 6,323

経常利益 69,778 117,374

特別利益

固定資産売却益 2 －

投資有価証券売却益 － 5,800

特別利益合計 2 5,800

特別損失

固定資産売却損 423 －

固定資産除却損 1,936 －

投資有価証券売却損 3 －

投資有価証券評価損 810 4,996

減損損失 420 420

特別損失合計 3,593 5,417

税金等調整前四半期純利益 66,188 117,757

法人税、住民税及び事業税 24,506 62,443

法人税等調整額 25,059 △5,786

法人税等合計 49,566 56,656

少数株主利益又は少数株主損失（△） 8,071 △2,015

四半期純利益 8,551 63,116
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 527,992 302,556

減価償却費 212,173 207,972

減損損失 420 420

のれん償却額 11,899 11,899

退職給付引当金の増減額（△は減少） 20,502 △20,934

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,115 △16,927

貸倒引当金の増減額（△は減少） 902 △8,525

受取利息及び受取配当金 △71,767 △56,845

支払利息 9,381 2,545

有価証券及び投資有価証券評価損益（△は益） 34,317 4,996

為替差損益（△は益） 62,893 5,311

固定資産売却損益（△は益） △100,424 △29,663

固定資産除却損 5,258 16

投資有価証券売却損益（△は益） △6 △7,551

売上債権の増減額（△は増加） 7,371,374 △731,980

たな卸資産の増減額（△は増加） 372,708 661,534

仕入債務の増減額（△は減少） △8,415,385 1,321,525

その他 172,142 312,550

小計 209,268 1,958,900

利息及び配当金の受取額 75,671 57,782

利息の支払額 △9,891 △2,205

法人税等の支払額 △1,051,056 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） － 184,003

営業活動によるキャッシュ・フロー △776,008 2,198,480

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △368,317 △1,085,290

定期預金の払戻による収入 11,288 608,791

有価証券の取得による支出 △199,671 －

有形固定資産の取得による支出 △198,686 △159,583

有形固定資産の売却による収入 144,276 36,869

投資有価証券の取得による支出 △107,792 △72,681

投資有価証券の売却による収入 438 16,752

投資有価証券の償還による収入 100,000 －

貸付けによる支出 △2,186 △10,339

貸付金の回収による収入 18,551 6,261

その他 51,504 2,448

投資活動によるキャッシュ・フロー △550,594 △656,769
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
　至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 369,902 △248,916

長期借入金の返済による支出 △63,750 △63,750

社債の償還による支出 △180,000 －

配当金の支払額 △184,271 △90,655

少数株主への配当金の支払額 △1,080 △648

財務活動によるキャッシュ・フロー △59,199 △403,969

現金及び現金同等物に係る換算差額 △123,607 △4,044

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,509,410 1,133,696

現金及び現金同等物の期首残高 6,166,460 4,038,099

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,657,050

※
 5,171,795
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減

価償却費の額を期間按分して算定しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

税金費用の計算 　税金費用の計算については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会

計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年11月30日）

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

　１．保証債務残高 

取引先でリース利用者に対する保証

7件 149,523千円

 

19件 322,670千円

 

２．裏書手形譲渡高 656,836千円

 

２．裏書手形譲渡高 1,245,708千円

 

※３．その他には現先取引の担保として自由処分権のある

有価証券が含まれており、当第３四半期連結会計期間

末日の時価は1,299,090千円であります。

　 ３. 　　　　　  　  ─────────

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与 1,188,438千円 従業員給与 1,081,896千円

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与 374,985千円 従業員給与 368,131千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月31日現在）

（千円）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年８月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定 4,870,127

その他（現先運用） 199,937

取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来

する短期投資（有価証券）　
199,858

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △612,873

現金及び現金同等物 4,657,050

現金及び預金勘定 4,689,124

その他（現先運用） 1,298,761

取得日から３ヵ月以内に償還期限の到来

する短期投資（有価証券）　
300,000

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,116,090

現金及び現金同等物 5,171,795

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　

平成22年８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　9,327,700株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式      262,123株 

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。  

 

４．配当に関する事項

   (1) 配当金支払額 

 決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年２月24日

 定時株主総会
普通株式 45,327千円 5円 平成21年11月30日 平成22年２月25日 利益剰余金

 平成22年７月５日

 取締役会
普通株式 45,327千円 5円 平成22年５月31日 平成22年８月10日 利益剰余金

 

　 (2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの 

　     該当事項はありません。

　　

 

５．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。  
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 
産業機械
（千円）

建設機械
（千円）

その他の事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       
(1)外部顧客に対する売上高 3,818,260    1,055,540    12,1974,885,998 － 4,885,998

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計     3,818,260    1,055,540    12,1974,885,998 － 4,885,998

営業利益     160,952    58,981    8,283    228,217   △198,714 29,503

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

 
産業機械
（千円）

建設機械
（千円）

その他の事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       
(1)外部顧客に対する売上高 4,626,671    1,964,890    12,0556,603,618 － 6,603,618

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計     4,626,671    1,964,890    12,0556,603,618 － 6,630,618

営業利益     196,379    64,101    7,182    267,663   △193,243 74,419

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日）

 
産業機械

（千円）

建設機械

（千円）

その他の事業

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 16,634,334    5,059,221    31,490 21,725,046 － 21,725,046

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計
    

16,634,334
    5,059,221    31,49021,725,046 － 21,725,046

営業利益     783,129    240,822    11,551    1,035,502   △650,439 385,063

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

 
産業機械

（千円）

建設機械

（千円）

その他の事業

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高 12,410,508    4,573,967    24,255   17,008,731 －   17,008,731

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － － － － －

計
    

12,410,508
    4,573,967    24,255

    

17,008,731
－    17,008,731

営業利益     547,827    155,939    10,568    714,334   △577,637    136,697

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な取扱品目は次のとおりであります。

産業機械部門　…　ＮＣ旋盤、マシニングセンター、プレス、プラスチック射出成形機、軸受等

建設機械部門　…　クレーン、アースオーガー、杭打抜機、高所作業車等

その他の事業　…　保険の代理店業、塗装工事請負業
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３．会計処理の方法の変更

    前第３四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として個別法に

よる原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べて、当第３四半期連結累計期間の産業機械の営業利益が6,680千円、建設機械の

営業利益が43,954千円それぞれ減少しております。

（リース取引に関する会計基準） 

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（２）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響はありません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっております。

（工事契約に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（３）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「工

事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第18号　平成19年12月27日)を適用しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。 

４．追加情報

　　前第３四半期連結累計期間

　「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法改正に伴い、一部の

有形固定資産の耐用年数を変更しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。 
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       
(1)外部顧客に対する売上高     3,184,370    1,298,001    403,6264,885,998 － 4,885,998

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
    299,174     62     15,172    314,409   △314,409 －

計     3,483,544    1,298,063    418,799    5,200,408   △314,409 4,885,998

営業利益又は営業損失（△）     △58,259    △226     18,476    △40,008    69,512 29,503

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

 
日本
（千円）

北米
（千円）

アジア
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       
(1)外部顧客に対する売上高     4,809,089    1,196,218    598,3106,603,618     6,603,618

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
    643,527     393     60,606    704,527   △704,527 －

計     5,452,617    1,196,611    658,917    7,308,145   △704,527 6,603,618

営業利益又は営業損失（△）     80,943    △11,200    △607     69,134    5,284 74,419

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日）

 
日本

（千円）

北米

（千円）

アジア

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高
    

15,899,416
    4,429,061    1,396,56921,725,046 － 21,725,046

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
    1,021,941    6,307    112,689    1,140,938  △1,140,938 －

計
    

16,921,358
    4,435,368    1,509,258

    

22,865,985
  △1,140,938 21,725,046

営業利益又は営業損失（△）     348,778    △44,855    39,383    343,306    41,756 385,063

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

 
日本

（千円）

北米

（千円）

アジア

（千円）

計

（千円）

消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売上高
    

12,490,270
    2,954,660    1,563,801   17,008,731 －    17,008,731

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
    1,598,744    2,488    118,190    1,719,423  △1,719,423 －

計
    

14,089,014
    2,957,148    1,681,991

    

18,728,155
  △1,719,423 

    

17,008,731

営業利益又は営業損失（△）     194,471    △45,052    △29,345    120,073    16,624   136,697

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　　　……　アメリカ

(2）アジア　　……　タイ、マレーシア、インドネシア、フィリピン、中国、インド

３．台湾支店の台湾国内における売上高は、日本に含めております。
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４．会計処理の方法の変更

　　前第３四半期連結累計期間

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（１）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、主として個別法に

よる原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　この変更により、従来の方法によった場合と比べて、日本における当第３四半期連結累計期間の営業利益が50,634千円減少して

おります。

（リース取引に関する会計基準） 

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（２）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より

「リース取引に関する会計基準（企業会計基準第１３号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改

正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協

会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響はありません。

　なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっております。

（工事契約に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」（３）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「工

事契約に関する会計基準」(企業会計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基

準適用指針第18号　平成19年12月27日)を適用しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。

５．追加情報

　　前第３四半期連結累計期間

　「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社は、平成20年度の法人税法改正に伴い、一部の

有形固定資産の耐用年数を変更しております。

　この変更による各セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円）     1,298,161    919,604     1,335     2,219,100

Ⅱ　連結売上高（千円）    4,885,998

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合(％）     26.6     18.8     0.0     45.4

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円）     1,196,218    1,594,016     9     2,790,244

Ⅱ　連結売上高（千円）    6,603,618

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合(％）     18.1     24.1     0.0     42.3

 

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円）     4,465,981    3,408,600     3,527     7,878,110

Ⅱ　連結売上高（千円）    21,725,046

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合(％）     20.6     15.7     0.0     36.3

　

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円）     2,957,143    3,645,470     927     6,603,541

Ⅱ　連結売上高（千円）    17,008,731

Ⅲ　海外売上高の連結売上高に占める割合(％）     17.4     21.4     0.0     38.8

　（注）１．地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）北米　　　……　アメリカ

(2）アジア　　……　タイ、マレーシア、台湾、インドネシア、フィリピン、中国、他

(3）その他　　……　ヨーロッパ、他

３．海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

（有価証券関係）

  該当事項はありません。 

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年８月31日）

前連結会計年度末
（平成21年11月30日）

１株当たり純資産額 1,302.92円 １株当たり純資産額 1,296.15円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 25.89円 １株当たり四半期純利益金額 15.01円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日）

四半期純利益（千円） 238,516 136,085

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 238,516 136,085

期中平均株式数（千株） 9,213 9,065

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.93円 １株当たり四半期純利益金額 6.96円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日）

四半期純利益（千円） 8,551 63,116

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 8,551 63,116

期中平均株式数（千株） 9,213 9,065

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成22年７月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・45,327千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・平成22年８月10日

 （注）平成22年５月31現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年10月８日

マルカキカイ株式会社

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルカキカイ株式会

社の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年６月１日から平成

21年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年12月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルカキカイ株式会社及び連結子会社の平成21年８月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年10月8日

マルカキカイ株式会社

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　宏範　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマルカキカイ株式会

社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年６月１日から平成

22年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年12月１日から平成22年８月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マルカキカイ株式会社及び連結子会社の平成22年８月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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